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◇ 議 事

く開会 〉 午後2時30分

○議 会 事務 局長(小 西 桂一)

本企 業 団議 会 の招 集 をい た しま した ところ、議員 の皆様方には、ご多用の

ところご出席を賜 り、厚 くお礼 申し上げます。

さて、本 日は、企業団議員改選後 、最初 の本会議 で ございますので、鱈越

で はございます が、事務局で最初の進行役 を務 めさせていただきます ので、

よろしくお願い 申し上げます。

まず、地方 自治法第107条 の規 定 に従 い ま して 、議長 が選 出され るまで

の間、年長 の議員が臨時の議長の職務 を行 うことになってお ります ので、本

日の出席議員 中、加 岳井茂議員が年長議員で ございますので、加 岳井議員 に

臨時議長 の職務 をお願いいた します。

それでは、加岳井議員、臨時議長席 へお移 りくだ さい。

〈開会 〉

○臨時議長(加 岳井 茂)

ただ今 、 ご指名 をい た だ きま した加岳井茂で ございます。地方 自治法 に基

づ きま して、臨時議長 を務 め させ ていただきます。 よろ しくお願い 申し上げ

ます。

それでは、ただ今か ら、第4回 北播 磨総 合 医療 セ ンター企 業 団議会定例会

を開会いた します。

〈企業長 あい さっ 〉

○臨時議長(加 岳井 茂)

この際 、蓬 莱企 業 長 の あい さっ が ございます。

○企業長(蓬 莱 務)

皆 さん こんに ち は、た だ今 ご紹 介いただ きま した、企業長の小野市長の蓬

莱で ございます。加 えて副企業長の藪本三木市長で ございます。

企業長 、副企業長 とございますが、権限は正副並立で ございます。

昨 日、三木市は9月 の議 会 が始 ま った とこで あ ります。小野市 も今 日、9

月 の議 会 が 開催 され ま した。 議会 の後、台風が来てお りますので、防災会議

を開催 し、緊急連絡体制等 の指示 を してこち らに参 りま した。

台風の進路は、最近では一番大 きかった平成16年 の23号 台風 と同 じよ

うな進 路 をた どって きてお ります。今の状況では岡 山方面で、台風 の進路の

右側 、姫路、三木、小野は、理論的 には風 も強 く雨 も強い とい うことで あ り

ます。通 常です と、偏西風 でカーブをするのですが、今回はまっす ぐ上がっ

て くるよ うな状況です。



さて、第4回 北播 磨 総合 医療セ ンター企 業 団議会定例会の開会 に当た りま

して、皆様のご協力 をお願い 申し上げます。

本 日、第4回 企 業 団議会 定 例会 を招 集 い た しま した ところ、議員の皆様方

におかれま しては、公私何 か とご多用 の中、ご出席 を賜 りま した。いろんな

議会 があ りますが、改めて我々の果 た しうる役割 は、非常に重要 な機 関で ご

ざいます。民間で言います と社運 をかける、両市 にとっては市運 をかけると

言ってもよい重大事業を進捗 しよ うとしてお ります。

二っの公立病院が統合す る とい う、壮大 なチャ レンジ と言 えるわけで ござ

います。 このよ うに皆様方 にご参集 いただいて、審議す るとい うことは大変

意義 あるもの と理解 してお ります。

また、北播磨総合 医療セ ンターの建設 の進捗状況につきま しては、予定 ど

お り順調 に進んでお ります。

現在 、行 ってお ります造成 工事につ きま しては、先般 、三木市、小野市の

多 くの子供 たちが保護者 とともに、建設現場が どの よ うなものか、現場 見学

に来ていただきま した。ところが私の方 に連絡があったのは、「ここに病 院が

建っのですね」 と調整池 に病 院が建つ と勘違い され たよ うです。逆に考 えれ

ば、7階 建 の大 き な病 院 が建 設 され る と、おそ らくび っくりされ るのではな

いか と思います。何 も規模 だけがすべてではあ りません。 中身 の問題である

と思います が、冠た る三木 ・小野統合病院が この よ うに進捗す ることに対 し

ま して、期待す る と同時に、何 として も成功 させ なければな らない とい う思

いで ございます。

本年3月 に安 全祈 願 祭 を行 い 、工事 に着工いた しま した。8月 末 には調整

池 も完 成 し、現 時 点 の造成 工事の進捗率 は54%で あ ります 。 同時 に小 野 市

が行 ってお ります、新都市 中央線 を工業団地 まで延伸 し、工業団地 と三木市

の加佐地区か らの道路 と接続 し、三木 か ら最短距離で来 られ るよ うにす る。

この事業が病院 と並行 して重要な事業 でございます。何 とか予定通 り進捗す

るよ うに、国への陳情 を したい と参考 までに申 し上げておきます。9月 末 に

は本 館敷 地 の造成 も完 了 し、その後、周辺整備 を行い、年内にすべての造成

工事 が完了する予定で ございます。

次 に、建築工事 につ きま しては、8月 に建 築工 事 、電 気設備 工事 、機械設

備 工事の入札公告 を行いま した。 当初、外構工事 を分 けて、四つの工事 を考

えてお りま したが、建築工事で行った方が コス ト的に も望ま しい とい うこと

で三っの工事 といた しま した。10月 には入札 を執行 し、工 事業者 の決定を

いた します。その後、建築工事 に着手 し、平成25年6A末 に は、地 上7階

建 て の病 院本館 が完成 す る予定で ございます。



す でに分かってお られ ると思いますが念のために言います と、25年10

月 は 、い わ ゆ るフル オー プ ンで は ございませ ん。25年10.月 にオー プ ン し、

そ の3年 後 に フル オ ー プ ン とな ります。収支計画や医師の確保 、あるい は看

護 師の確保 については、フルオープンに向かって段 階的に確保 してい くこ と

に してお ります。ただ し、最初の段階でフルオープ ンにふ さわ しい条件 に整

えるよ う努力す ることは当然 のことであ ります。それ に合 わせ て交通体系や

看護 師の確保 とか、 あるいは収支計画の見直 しな ど、これか ら精力的に行っ

て参 りたい と思ってお ります ので、ご理解 を賜 ります よ うお願いいた します。

まさに、北播磨総合医療セ ンターが見 える形で進行 してお ります こ とをご報

告 させていただきます。

さて、 このたびの定例会に上程 させていただいてお ります案件 につきま し

ては、平成22年 度 北播 磨総 合 医療 セ ンター企 業 団病院事業会計決算 の認 定

についての1件 となっ てお ります 。

何 卒 、議 員 各位 におかれ ま しては、一層 のご精励 を賜 り、慎重 なるご審議

の上、適切 なるご決定を賜 ります よ うお願い 申し上げま して、報告 も兼ねま

して ごあい さつ とさせ ていただきます。 よろしくお願 いいた します。

〈開議 〉

○臨時議長(加 岳井 茂)

これ よ り、本 日の会議 を 開き ます。

日程に入 るに先立 ち、諸般 の報告 を申 し上げます。

企業長か ら資金不足比率報告書、平成22年 度 北播 磨 総合 医療 セ ンター企

業 団病院事業会計予算繰越計算書、また、監査委員 か ら例月 出納検査結果報

告書 の提出があ り、これ らの写 しを既 にお手元 に配付いた してお りますので、

ご清覧 をお願 いいた します。

次 に、その他の報告については、議会事務局長か らご報告いた します。

○議会事務局長(小 西桂 一)

ご報告 い た します 。

現在 の 出席議 員 は、9名 で あ ります 。

次 に、今 期 定例 会 に提 出 され ます議案並びに本 日の議事 日程表 は、既 にお

手元 に配付いた しま した とお りでございます。

次 に、地方 自治法第121条 の規 定 に よ りま して 、説 明 のた め今期定例会

に出席 を求 めま した者 の職 ・氏名 は、お手元にプ リン トにて配付いた してお

りますので、朗読 を省略 させていただきます。

報告事項 は、以上で ございます。

〈 日程 第1仮 議 席 の指 定 につ いて 〉



○臨時議長(加 岳井 茂)

これ よ り 日程 に入 ります 。

日程 第1、 仮議 席 の指 定 につ い て で あ ります。

議事の進行上、仮議席 を指定いた します。仮議席は、ただ今 ご着席の議席

を仮議席 として指定いた します。

〈 日程第2北 播磨 総 合 医療 セ ンター企 業 団議会議長選挙 について 〉

○臨時議長(加 岳井 茂)

日程 第2、 北播 磨 総合 医療セ ンタv・・一・・一企 業 団議 会議長 選 挙 を行います。

お諮 りいた します。選挙の方法につ きま しては、地方 自治法第118条 第

2項 の規 定 に よ り、指 名推 選 に よ り行 いたい と思いますが、これにご異議 あ

りませんか。

【「異議 な し」 と声 あ り】

○臨時議長(加 岳井 茂)

ご異 議 な し と認 めます 。 よって 、選挙 の方法は指名推選で行 うこ とに決 定

いた しま した。

お諮 りいた します。指名 の方法については、臨時議長が指名す ることにい

た したい と思いますが、 これに ご異議 あ りませんか。

【「異議 な し」 と声あ り】

○臨時議長(加 岳 井茂)

ご異 議 な しと認 め ます。 よって、臨時議長が指名す ることに決定いた しま

した。

それでは、北播磨総合医療センター企業団議会議長 に1番 立石豊 子議 員 を

指名 い た します 。

お諮 りいた します。ただ今、臨時議長が指名いた しま した立石豊子議員 を

当選人 と定めることに ご異議 あ りませ んか。

【「異議な し」 と声 あ り】

○臨時議長(加 岳井 茂)

ご異議 な し と認 めます 。 よって 、立石豊子議員 が当選 されま した。 この宣

告 をもって当選通知 にかえます。

ただ今、議長 に当選 されま した立石豊子議員か ら、就任の こあい さっが ご

ざいます。

○議長(立 石 豊子)

議 長就 任 に 当た りま して、 一言 ごあい さっ を申 し上げます。

このたび、議員各位 のこ推挙 によりま して、不 肖、私が北播磨総合医療セ

ンター企業団議会議長の要職 に就 くことにな りま したこ とは、誠 に身に余 る



光栄 でございま して、衷心 よ り感謝 とお礼 を申し上げます とともに、その責

任 の重大 さを痛感いた してい る次第で ございます。

私は、もとより浅学非才の身 であ りますが、北播磨総合 医療セ ンターの整

備 と企業団議会 の円滑な運営のため、誠心誠意努力いたす覚悟で ございます。

何卒、同僚の議員 各位 をは じめ、理事者、関係各位 におかれま しては、 さ

らな るご支援、 ご鞭捷 を賜 ります よ うお願い 申し上げま して、誠 に簡単では

ございますが就任 のごあい さつ とさせていただきます。あ りが と うございま

した。

○臨時議長(加 岳井 茂)

以 上 をもち ま して 、私 の職務 は終わ りま した。皆様方の ご協力 に対 しま し

て、深 く感謝 申し上 げます。

それでは、議長席 を交替いた します。

〈 日程第3北 播 磨総 合 医療 セ ンター企 業 団議会副議長選挙について 〉

○議長(立 石豊 子)

そ れ で は議 事 を継 続 い た します 。

日程 第3、 北播 磨 総 合 医療 セ ンタV-一一・L企業団議 会 副議 長選 挙 を行 い ます。

お諮 りいた します。選挙 の方法 につきま しては、地方 自治法第118条 第

2項 の規 定 に よ り、 指名 推 選 に よ り行いたい と思いますが、これにご異議 あ

りませ んか。

【「異議 な し」 と声あ り】

○議長(立 石豊 子)

ご異議 な しと認 め ます。 よって、選挙の方法は指名推選で行 うことに決定

いた しま した。

お諮 りいた します。指名 の方法 については、議長が指名す ることにいた し

たい と思いますが、 これ にご異議あ りませんか。

【「異議 な し」 と声あ り】

○議長(立 石豊 子)

ご異議 な し と認 め ます。よって 、議長 が指名す ることに決定いた しました。

それでは、北播磨総合医療セ ンター企業団議会副議長 に3番 竹 内修議 員 を

指名 い た します。

お諮 りいた します。ただ今、議長が指名いた しま した竹内修議員 を当選人

と定めることにご異議 あ りませんか。

【「異議 な し」 と声あ り】

○議長(立 石豊 子)

ご異議 な し と認 め ます。 よ って、竹 内修議員 が当選 されま した。 この宣告



をもって当選通知 にか えます。

ただ今、副議長に当選 され ま した竹 内修議員 か ら、就任 のこあい さっが ご

ざいます。

○副議長(竹 内修)

副議 長就任 に 当た りま して、一 言 ごあい さつを申し上げます。

この度、議員各位 のこ推挙 によ りま して、不 肖、私が北播磨総合医療セ ン

ター企業団議会副議長の要職 に就 くことにな りま したことは、 この上 もな く

光栄 に存 じます とともに、議員各位 に対 しま して心か ら厚 くお礼 を申し上 げ

る次第でございます。

もとよ り微力では ございますが、立石議長の もとで、企業団議会の充実 と

円滑 な運営のため、全力を傾 注す る所存であ りますので、議員各位 の一層 の

ご指導 とご支援 をお願 い 申し上 げるものでございます。

また、企業長 をは じめ、関係 の皆様方 には何 か とお世話 になることと存 じ

ますが、格別の ご支援、 ご鞭捷 を賜 ります ようお願い を申し上げま して、就

任 のごあい さつ とさせ ていただきます。あ りが とうございま した。

○議長(立 石豊 子)

それ で は竹 内修議 員 、副 議長 席 へお移 りくだ さい。

〈 日程第4議 席 の指 定 につ い て 〉

○議 長(立 石豊 子)

日程 第4、 議席 の指 定 につ い てで あ ります。

お諮 りいた します。議席 につ きましては、議長 より指定す ることにいた し

たい と思いますが、 これ にご異議 あ りませんか。

【「異議 なし」 と声 あ り】

○議長(立 石豊 子)

ご異議 な しと認 めます 。

議 席 は、先 ほど仮議席 として指定いた しま した席 を議席 と指定いた します。

〈 日程第5会 議録 署名 議 員 の指名 につ い て 〉

○議長(立 石豊 子)

次 に、 日程 第5、 会議 録 署名議 員 の指名 で あ ります。

会議録署名議員 は、議長 よ り指名いた します。

2番 山中修 己議員 、9番 堀 元子議 員 、以 上2名 にお願 いい た します。

〈 日程 第6会 期 の決 定 につ い て 〉

○議 長(立 石豊 子)

次 に 、 日程 第6、 会 期 の決 定 につ い て を議題 といた します。

お諮 りいた します。本定例会の会期は、本 日1日 間 とい た した い と思 い ま



す。 これにご異議あ りませんか。

【「異議な し」 と声 あ り】

○議長(立 石豊 子)

ご異議 な し と認 めます 。 よ って、会期は1日 間 と決 定 い た しま した。

〈 日程 第7企 業長 提 出 第3号 議 案 〉

○議 長(立 石豊 子)

次 に 、 日程 第7、 第3号 議案 、平成22年 度 北 播磨 総 合 医療 セ ン ター企 業

団病 院事業会計決算の認定 についてを議題 といた します。

蓬 莱企業長か ら提案理 由の説 明を求めます。

○企業長(蓬 莱 務)

そ れ で は、た だい ま上程 され ま した議案 につきま して、 ご説明を申し上げ

ます。

第3号 議案 は、平 成22年 度 北播磨 総 合 医療 セ ン ター 企業 団病院事業会計

決算の認定についての議案 であ ります。

病院事業会計の決算 について、法律 の定めるところによ り、監査委員 の意

見 を付 けて、議会の認 定に付す もので ございます。

平成22年 度 は 、建 築設 計 にお け る基 本計 画を策定 し、実施設計 に向け、

業務 を進 めま した。

事業費 につきま して は、企業債5,820万 円、 関係 市負 担金4,480万

円、雑 収 入7万2,978円 、繰越 資 金9万7,069円 を財 源 としま して 、

税 込 決算 額1億317万47円 を計 上 して お ります。

事 業費 の主 な内訳 につ きま しては、基本計画策定業務1,220万 円、上水

道 整備1,527万9,495円 、 開設 支i援業務1,031万1,000円 、 派

遣 職 員給 与負 担 金5,984万4,011円 となって お ります 。

以 上 で 、た だいま上程いた しま した議案の説明を終わ ります。 ど うか慎重

な るご審議 によりま して、適切 なるご決定 を賜 ります よ うお願い 申し上げま

す。

○議長(立 石豊 子)

これ よ り質疑 並び に一般 質 問に入 ります。

通告 により、発言 を許 します。

7番 、 高坂純 子議 員 。

【「議長 、7番 」 の声 あ り】

○議 長(立 石 豊子)

7番 、 高坂純 子議 員 。

07番(高 坂 純子)



それ では、議長 よ りお許 しを得 ま したので、質 問を させ ていただきます。

まず、第1項 目 医師 ・看護 師確保 につ いて でございます。

北播磨総合医療セ ンターの工事 も予定 どお り進んでい る現在 、市民の方 か

らは どんな ものができるのだろ うとい う大きな期待以上 に、本 当にお医者 さ

んが来て くれ るのか、看護 師 さんは足 りるのか、 と言 う不安の声をお聞きす

る事が多 くな りま した。

過去 の定例会の質問 にも上がってお りま したが、あえて もう一度質 問をさ

せていただきます。

1点 目 本年3A、 三木 市 民病 院 と小 野市 民病 院 の両病院 と企業団が共同

で 「看護 師確保プ ロジェク トチー ム」を編成 されています。現在 の活動状況

などをお尋ねいた します。

2点 目 女性 医 師の確 保 に も力 を入 れていただ けないか と言 うことです。

平成20年 全 国 医師調 査 を参 考 に します と、女性 医師は49,113人 で

全 体 の18.1%、 そ の うち29歳 以下 の女性 医師 は36.1%、39歳 以

下 は26.5%を 占め ます。 女 性 医 師 は結 婚や 出産、育児で医療の現場を離

れ て しまいますが、職場復帰を支援す る 「再教育一復職 プロジェク ト」を立

ち上 げ、24時 聞 の院 内保 育 園や ス キル ラ ボ室 での研修 な ど、現揚 か ら離れ

ていて も、再復帰 しやす く働 きやすい環境 を打 ち出 し、「北播磨総合 医療セ ン

ター」に多 くの女性医師が勤務 していただければ、女性特有 の病気 な どにか

かる患者 さんも安心なのでは と思います がいかがで しよ うか。

3点 目 高度 な資格 を持つ 看護 師育成 と確保です。

8月1日 現在 、 小野 市 民病 院 の看護 師 は非常勤を含 め157人 、三木 市 民

病 院 の看護 師は非 常勤 を含 め245人 です。 そ の 中で認 定看護 師 は、 三木市

民病院 に3人 のみ です 。 資格 を取 りた くて も勤務が忙 しく、時間が取れ ない

といった声 も看護師 さんか ら聞いています。新 しい看護師確保 ももちろんで

すが、現在 の看護 師 さんが 「北播磨総合 医療センター」でや りがい を持 って

働 けるよ う、資格取得へのバ ックア ップな ども必要ではないで しようか。特

に、ある程度ベテ ランで経験 を積んだ中途採用の看護師 さんも多い と思いま

すので、そ うい う方 こそ認定看護師取得の道 も早いのでは と考 えます。認定

看護師は、現在21分 野 もあ ります ので 高度 な資格 を持つ看護 師確保 とい う

部分で も、新病院の強みにな りますがいかが思われ ますで しょ うか。

以上、質問 とさせていただきます。

【「議長」の声 あ り】

○議長(立 石豊 子)

はい 、西本 事務 局長 。



○事務局長(西 本 則彦)

それ で は、高坂 議員 の ご質 問 にお答 えをいた します。

まず、医師 ・看護 師確保 について、看護師確保 プロジェク トチームの活動

状況についての ご質問にお答 えをいた します。

看護師確保プ ロジェク トチーム につ きま しては、現両病院の看護部 、事務

部 に加 え、企業団事務局 の職員 を合 わせ、合計14名 で組 織 してい ます 。

本年3月 に第1回 目の会議 を開催 し、 これ まで に4回 の会議 を 開催 してお

り、 現両 病 院の看護 師確保対策 の現状、あるいは統合病院での看護師の必要

数 の想定、看護 師確保 のスケジュール、奨学金制度のあ り方 な どについて協

議 を してお ります。

また、この看護師確保プ ロジェク トチーム とは別組織 とな りますが、人事 ・

労務 を所管す る総務専門委員会 にお きま しても、給与体系や勤務形態な どの

労働条件 について協議 してい るところでございます。

このほか現両病院では、統合病院 を全面に打ち出 して採用活動を行 ってお

り、看護実習生の積極的な受入れや看護学校訪 問、就職セ ミナーへ の参加な

ど、看護 師確保 に取 り組 んでい るところで ございます。

企業団 といた しま して も、平成25年10月 の開 院 に 向 け、そ の年 の4月

には、企 業 団 と して看護 師 を採用す る予定であ り、現両病院の看護部 と協力

しなが ら、来年2月 ご ろか ら看 護 学校 へ の訪 問な どを行い、開院が真近に迫

った統合病院をPRし 、 開院 時 に必 要 な看護 師 の確保 に努 めてい く所存でご

ざいます。

今後は、奨学金制度や給与体系、勤務形態 、研修制度 な どにつ きま して、

具体的 に検討 を進めなが ら、方針 を固めてい く予定で ございます。

次 に、女性医師の確保 についてのご質 問にお答 えをいた します。

女性医師のライ フステージに応 じた就労支援 につ きま しては、 日本 医師会

あるいは兵庫県 医師会 におきま しても、バ ンク登録 を して、再就職 を支援す

るシステムがあると聞き及んでお ります。

また、統合病院 とい た しま して も、女性 医師を確保 し、男女 の基本的な違

い を考慮 して、きめ細 かな医療サー ビスを提供す るこ とは、大変重要 な条件

である と考えてお ります。

医師の職場復帰のために、病院が独 自でそのスキルア ップ を支援す ること

は、なか なか難 しい もの と考えます が、復帰 しやす く、働 きやすい環境づ く

りにつ きま しては、育児 中の医師や看護 師などに対 しては、24時 間対応 の

院内保 育 所 を設 置 しま して、安心 して業務 に専念できる環境 を作 りたい と考

えてお ります。 ちなみに、現在 の三木市民病院が院内保 育所 を開設 してお り



ますが、本年度 は2名 の 医師 が 常時子 どもをお預 けにな り、また1名 の 医師

は必 要 な 時 間、一 時 的に預 けてお られ る例 があると聞いてお ります。

そのほか、育児等 で短 時間 しか勤務 できない医師等について は、その事情

に応 じて勤務できるよ う、フ レキシブルな勤務形態 について も今後、検討 し

ていきたい と考 えてお ります。

続 きま して、高度 な資格 を持つ看護師の育成 と確保 についてのご質問にお

答 えをいた します。

看護i師の高度 な資 格 につ きま して は、 日本看護協会が行 う専門看護師 と認

定看護 師の制度があ ります。 これは、高度 な看護 を実践できる者 を育て ると

ともに、看護現場 においては、実践を通 じて、他 の看護師へ の 「指導」ある

いは 「相談」の役割 を果 た しなが ら、よ り質の高い看護ケアの実現 をめざす

とい うものでございます。

現在 、三木市民病院には、床ずれや人工肛 門な どを扱 う皮膚 ・排泄ケア看

護 、あるいはICU、HCUな どの集 中ケア看護 、手術 看護 の3分 野 で 、3

人 の認 定 看護 師 がお ります。 さ らに、今年度 中には救急看護 と慢性心不全看

護 の2分 野 で、新 た に2人 が認 定看 護 師 を取得す る予 定 で ございます。

また、三木市民病院では、看護 師のキャ リアア ップを支援す るため、平成

22年 度 か ら認 定看 護 師 へ の支援 要 領 を策定いた しま して、認 定を受けるた

めの研修 に際 しては、入学金や授業料、実習料な どの研修経費の全額を病院

が負担す る制度 を設 けま して、計画的に認 定看護師を育成 してお ります。

統合病院におきま して も、仮称ではあ りますが、 「看護キャ リア開発室」を

設 け、資格取得 のバ ックア ップ をす るとともに、現に働 く看護 師には、高度

な看護ケアを行 うための指導や助言 を行 うな ど、看護師のスキル アップに対

す る志 向に応 えられ る体制づ くりを進 めていきたい と考えてお ります。

以上で、高坂議員の ご質問に対す るお答 えとさせていただきます。

【「議長」の声 あ り】

○議長(立 石 豊子)

はい 、藪 本 副企業 長。

○ 副企 業長(藪 本 吉秀)

副企 業長 の三 木市 長藪 本 で ご ざいます。

1点 目の 医師 ・看護 師確保 につ きま して、私 の方か ら事務局長答弁の一部

を補完 させていただきたい と存 じ上げます。

現在 の三木市民病院、小野市民病院それぞれ三木市民病院においては7対

1の 看 護 基 準、 小野 市 民病 院 にお きま しては10対1の 看護 基 準 で、 現在 、

運 営 を行 ってい るところで ございます。



両市民病院が、それぞれ の特色 を活か した診療 を行 ってい るわけで ござい

ますが、それを2年 後 ま で現在 の機 能 ・診 療 を満 たす看護師 をそれぞれ の病

院において確保 してい く、維持 してい く、そのこ とが統合病院の開設時にお

ける看護 師の必要人員 が確保 できる。 この ような原理原則 のも とに、今年立

ち上げま した看護 師確保 プロジェク トチームにおいて、それが進 め られてい

るところです。

ただ、25年4月 か ら開院 ま での 半年 間 に 中途退 職が ございます。中途退

職 が30人 ぐらい 出て く るの で はな いか と思ってお ります。その ような方々

を補 うために、先 ほ ど事務局長 が答弁いた しま した ように、企 業団の特色を

PRす る 中で 、企 業 団 と して独 自に採 用を進 めて行 く。 このこ とによ り、両

病院の現有数 の看護師確保 を しつつ、合わせて途 中退職 をフォ ローす るため

に企業団独 自の採用、 この3点 がか み合 うこ とに よって25年10月1日 に

必 要 な看 護 師数 が確保 で き る。 あるいは確保 しなけれ ばな らない。その よう

な方向で現在進めてい るところでございます。補完 とさせ ていただきます。

【「議長」の声 あ り】

○議長(立 石 豊子)

はい 、蓬莱 企 業長 。

○企 業長(蓬 莱務)

少 し補 足 を させ てい た だ きます 。

25年10月 の オー プ ンは350床 、3年 後 に450床 が フル オー プ ンす

る。350床 に必 要 な看 護 師数 は、約350人 と考 えて お ります 。 フル オ ー

プ ンになった時に約400人 と考 えてお ります。 オー プ ン時 の350人 に対

して、今 の小野 、三 木 両病 院の看護 師数の合計は、議員 が言われ た とお り、

嘱託 も入れて402名 で 、数 だ けで言 い ます と充 足 してお ります。正規職員

で言います と、350人 に対 してマ イナ ス10名 の340名 です 。数 合 わせ

で言 い ます と、あ と10名 をオ ー プ ン時 に充足 させ れ ば よい ことにな ります。

しか し、新 しい病院 につ いていけない人が出て くるで しょ う。 中には、色々

な事情 で辞め られ る方 もお られ る し、夢 と希望を持って こられ る方 もお られ

ます。いずれ にいた しま して も、そのよ うなことか ら考 えます と40人 か ら

60人 を フル オ ー プ ン時 に 向か って充 足 してい くことが必要である。 そのた

めに、2つ の組織 、看 護 師確 保 プ ロジ ェク トと総務専 門委員会で対応 してい

く。 これが一つです。

も う一つは、医師の面 で女性 医師についてございま したが、私 の基本的な

考 え方 は、男性 であろ うと女性 医師であろ うと能力がある人でない とダメだ

と考えてお ります。結果 として女性 医師が増 えれば好 ま しい ことである し、



男性医師 ばか りになった としても、顧客である患者の立場になって考 えるの

が大事です。それか ら言います と、女性 でなければいけない とい うこ とでは

ない と思います。人を増やす ことだけが使命 ではな く、初期 の段階では、質

の良い看護 師、医師の確保 を大前提 で考えなければならない。将来構想 とし

て、医師 も看護師も女性の働 く場所 として、今、社会通念上、男女共同参画

社会であ りますか ら、その よ うな ことを進 めて行 くことはこのよ うな場 で論

議す るまで もなく、当た り前 のことです。ただ願 わ くは、最短距離で即戦力

となる人たちを、 どの ように獲得 してい くか とい うことに精力 を傾 けるとい

うことをご理解 いただきたい。以上で ございます。

【「議長、7番 」 の声 あ り】

○議 長(立 石豊 子)

7番 、 高坂 純子議 員 。

07番(高 坂純 子)

ご答 弁 い ただ きま した今 の件 ですが、まず一つ 目ですが、計算 を してい き

ます と、40人 か ら50人 が増 えて 行 って とい う流 れ をお 聞き しま した。そ

の よ うに思 うのですが、他 の病院へ行 った り、小野市民病院の後 の民間病院

とい うこ とも話に出てきてお りますが、その病院に看護師 さんが残 られた り

とか、そ うなると人数的には30人 か ら40人 く らい とすれ ば 、 も う少 し減

って しま うのではないか とい う気がす るのですが。

【「議長」 の声 あ り】

○議長(立 石 豊 子)

は い、蓬 莱企 業長 。

○企業 長(蓬 莱 務)

懸 念 され て い る こ とにつ い て は、 よく理解いた してお ります。厳 しい言い

方 を します と、小野市民病院の看護 師 さんについては、 これか らいろい ろ調

査す るよ うに指示を してい るのですが、新病院について こられ ない人 は辞 め

て もらって結構です。ふ さわ しい人に仕事 を してもら うことであって、頑張

っても らう人であって、今のまま新病院で同 じような感覚で仕事ができると

考えて もらうのは、企 業長の立場か らします と確かに数 は欲 しいです。か と

言 って どなたでもいいか ら来て くだ さい とい うよ うな対応は、方針 としては

初期 の段 階ではするべきではない。 その次 の次 には、看護師が余 る時代が来

るかも しれません。そのよ うな中長期の ビジ ョンに立って考えて行 くことも、

ポ リシー としては重要なこ とであると思ってお ります。

その よ うな思いで看護師 さんを説得 して、本 当にや りがいのある病院であ

るこ とを理解 しても らい、新病院に来ていただいて頑 張っていただ く。 この



よ うな環境づ く りが必要 と思 ってお ります。

ただ言 われ るよ うに、小野市民病院は民間病院 として存続 させ ますので、

その病院にそのまま残 るとい うことになるかも しれません。市民病院 を売却

す ることになってお ります ので、売却す るにおいて売却先 に対 して、現在の

看護 師をそのまま確保す るこ とについては、いかがな ものか と条件 を付 ける

か もしれ ません。 これ は小野市の問題 ですので、企業 団の問題 ではあ りませ

ん。 ここでは、参考 まで とい うことで ご理解 くだ さい。

【「議長」の声 あ り】

○議長(立 石 豊子)

はい 、藪 本 副企業 長 。

○副企 業長(藪 本 吉秀)

基 本 的 に は企 業長 も私 も含 め、 当初か らいい キックオ フを したい。 このよ

うな思いでい るのは一緒でご ざいます。

経営的な観 点か ら申し上 げます と、例 えばです が 、当初のオープン時に当

初計画 していたよ り、高坂議員 ご指摘のよ うに、例 えば仮 に、 当初予定 より

看護師が40人 ほ ど少 な くな った とい うこ とになれば、病院経営面 か ら言い

ます と当初予定 してい るよ りも、2つ の病棟 を閉鎖せ ざるを得 ない。 このよ

うのことにな ります。

1病 棟 当た り約7億5千 万 円の収 入 を想 定 してお りますので、仮定の話 と

して、2病 棟 となれ ば15億 円。i統合病 院 にお い ては 、両市 か ら12億 円の

繰 出 しを想 定 して お ります 。高坂議員 ご指摘 のよ うな ことが仮 に起 これば、

12億 円たす15億 円の27億 円もの繰 出 しとい う膨 大 な数 字 になって しま

います。

したがって、企業長が 申し上げてお ります のは、決 してそのよ うなことに

な らない よう、きっち りとしたスター トを切 りたい。 しか しなが ら、いろい

ろ事情があった りす るわけで ございますが、最初 か らこの病院 に看護 師の数

だけが集 まれ ばそれで良い とい うものではない。それ よ りも高度 な医療 が提

供 でき、サー ビスが行 き届 く、質 とい うものも兼ね備 えた、きちっ としたキ

ックオ フが したい。企業長 としては、苦渋の両方 の意味での答弁を させ てい

ただいた とい うことで ございます ので、あえて補完 をさせ ていただきます。

以上で ございます。

【「議長、7番 」 の声 あ り】

○議 長(立 石豊 子)

7番 、高坂 純 子議 員。

07番(高 坂純 子)



答弁いただきま してあ りが とうございま した。

量 よ り質 とい うこ とでございま したので、最悪 の場合 は副企業長がおっ し

ゃった とよ うに1病 棟 、2病 棟 がオ ー プ ンで きな い場合 が あ り得 る と取 らせ

ていただいた らよいのか と思います。

先程、答弁 の中に、来年2月 か ら看 護 学校 へ の訪 問 とい うことが あったの

ですが、できま した ら動 くとい うこ とは早い方がいいかもしれ ないので、も

う少 しス ピーデ ィーにその ようなこ とも進 めていただけた ら嬉 しく思います。

そ して も う1点 です が、先 ほ ど女性 医師 に 限 らず男性医師にして も、素晴

らしい先生方が必要だ とい うお答 えを頂戴 しま した。私が申 し上 げたかった

のは、現在 、25歳 か ら29歳 まで の 医師 の年代 にお きま して は、産婦人科

では73.1%が 女性 医師 です し、 ま た小 児 科 で は50.1%が 女性 医師 と

な ってい ます。 この25歳 か ら29歳 まで は、 ま た結 婚 、 出産 となっ ていき

ますので、産婦人科医師 とか小児科医師 とか大変重要 なポイ ン トを占めてい

る女性医師が、家庭 に入 ることによってなかなか出てこられない。です ので、

先ほ どの質 問と重なるのですが、 も う少 し病院 と神戸大学が連携 しなが ら、

そのよ うことの対応 ができないものか とい う私の思いで ござい ます。

現に、福岡県 とか福 島県ではその よ うなこ とをやってお りますので、でき

ま した ら県、神戸大学、そ して北播磨総合 医療セ ンターで リンクす るものが

できれば嬉 しいのかな と思いま して、先程 の質 問 とさせ ていただきま した。

以上で ございます。

【「議長」の声 あ り】

○議長(立 石豊 子)

はい 、藪本 副企 業 長。

○ 副企 業長(藪 本 吉秀)

まず1点 目の件 で ご ざい ます が 、小 野 も三木 も私が知 る限 りにお きま して

は、質の良い看護師の方々がた くさん揃 ってお られ る病院であると認識 いた

してお ります。小野におきま して も、また、三木 におきま して も、で きるだ

けこの統合病院の良さをご理解 いただ く中にお きま して、また、給与体系等

も整備 をさせていただき、新 しい病院への不安 とい うものが、両市民病 院の

看護師等に生 じてい るとい うの も実態 でございますので、そ ういった不安 を

一つ一つ取 り除 く努力 を理事者 の方で一つ一つ積み上げなが ら
、で きるだけ

今お られ る看護師 さん方が引き続 き、次の統合病院に移行 しやすい よ うな環

境整備 を整 えてい くことが大切 であると思ってお ります。合わせて、企業団

独 自の採用で看護 師確保 に向け、先ほ ど答弁 しま した ような、仮定の、仮定

の議論で ございますが、最悪の事態に陥 らない よ うに理事者側 といた しまし



て も、誠心誠意、取 り組 んで参 りたい。 このこ との決意 をお示 した もので ご

ざいます。

2点 目の女性 医師 の働 きや す い環 境づ くりにつ きま しては、高坂議員 ご指

摘の とお り、小児科や産婦人科 をは じめ、他 の診療科にお きま して も、 めざ

ま しい女性医師の活躍が ございます。また、在宅 をされてい る女性医師の方々

もい らっ しゃるわけでございます。議員 ご指摘の よ うに、企業団 といた しま

しても、兵庫県庁や中核 となる神戸大学 と今後 とも連携 を深 めてい く中で、

バ ンク登録 をは じめ、色んな形 で復帰 しやすい、働 きやすい環境の場づ くり

に向けて も努 めて参 り、医師の確保 に向けて、これか ら取 り組んで参 りたい

と考 えてお ります。

以上、答弁 とさせ ていただきます。

○議長(立 石 豊 子)

以上 で 、通 告 に よ る発 言 は終 わ りま したので、 これ にて質疑並びに一般質

問を終結いた します。

これ よ り討論に入 ります。

討論 については、通告があ りませ んので、 これ を終結 します。

これ よ り第3号 議案 、 平成22年 度 北播 磨総 合 医療 セ ン ター企 業 団病院事

業会計決算の認定についてを採決 します。

お諮 りいた します。

本案 を原案の とお り認定す ることに、 ご異議 あ りませ んか。

【「異議 な し」 と声あ り】

○議長(立 石 豊 子)

ご異議 な しと認 め ます。 よっ て第3号 議案 は、原 案 の とお り認 定 されま し

た。

○議長(立 石豊 子)

以上 で 、本 日の 日程 は終 わ りま した。

今期定例会 に提 出されま した案件 は、ただいま全部議 了いた しま した。

〈副企業長あい さっ 〉

○議長(立 石=豊子)

この際 、藪 本 副企 業長 の あい さっ がございます。

○副企業長(藪 本 吉秀)

第4回 の 当企 業 団議 会 の定例 会 にお きま して、決算の認定を付議 させてい

ただきま した ところ、可決 していただきま して誠 にあ りが と うございます。

あわせ て先程 は、高坂議員お一人か らでは ございま したけれ ども、非常に

的を射た、これ か らの企業団のあ り方 と言いま しょ うか、抱える課題 とい う



ものにつ きま して、本 当に熱心なご議論いただきま した ことを感謝 申 し上げ

る次第でございます。

冒頭に企業長が ごあい さっ 申し上げま した とお り、統合病院の開院 も、あ

と2年 とな りま した。 三木 市 の状況 を言って 申し訳 ございませんが、三木市

にお きま しては、高齢者 の7割 の方 々が現在 の三木 市 民病 院 に通われてお ら

れ ます。統合病院になって も、変わ りない と思ってお ります。

吉川 か ら別所までの細長い地理的な環境を持つ三木市で ございます。三木

市 の場合、原則 として各公民館か ら統合病院への直通バスの運行を考 えさせ

ていただいてお ります。先 日、吉川、 口吉川地域か ら第1回 目の体 験試 乗 を

行 った ところ、 「遠 いなと今まで思ってお りま した、しか しなが らその直通バ

ス に乗 って行 きます と思 っていた より早 く行 けたな」 と、 このよ うなあ りが

たい反響が返って参 りま した。

企業長が常々 申し上げているところですが、市民の皆様方 に造成が終 わ り、

そ して、 これか ら本格的な建屋が建つにつれ、実感 として、体感 として両市

民の方 々に、 この統合病院 とい うものが、だんだん見えて くることにな ると

思います。そ うなるにつれ、余計に関心度 が高 くなって くる。ある統計 によ

ります と、兵庫県での患者動態の動 きは、北か ら南へ、そ して西か ら東へ と

い うのが患者動態 の流れである。 この ような大学の教授が分析 された結果が

あ るそ うでございます。

私 どもは、小野市におかれて も、わ ざわ ざ今ある病院か ら三木市側 の方に

南 下を し、歩み寄 っていただきま した。長寿の郷 とい う県が持 っている土地

を、一番ニ ュー トラル な土地 を、適切 な土地 を選定 させていただいた と、 こ

れ は 自負いた している次第で ございます。

しか しなが ら、その某 高名 な学者の説に反 し、三木 か らの方 が どうして も

人 口が多いので比例 して患者 さまの数 も多 くなる と思います。今、西神戸医

療セ ンターや三 田市民病院へ行 かれてい る方々を、 この素晴 らしい統合病院

にいかに足 を運んでいただけるのか、それが大きな課題 の一つ と思ってお り

ます。

9月 か ら10月 にか け ま して、 老人 クラブ の各会員の皆様方 と市長 とで膝

を交 えた直通バス等 についての意見交換会、また直通バスの公民館 まで行 く

便 がない とい う声 を聞いてお ります ので、そ こへのいわゆるデマ ン ドバス的

なものの設置等 に向けて、 これか ら遭進 して参 る所存でございます。

小野の素晴 らしい 「らん らんバ ス」、そ して三木の落 ち着いた感 じの 「みっ

きいバス」、こ ういった二っのバスがお互い に相互乗 り入れす るなどして、見

える形で三木 と小野 とが本 当の意 味で一体化 している。 その よ うな姿 をこれ



か ら出 してい くことに よって、両市民に命に市境 はない とい うこ とにおいて、

この統合病院が全 国で も袋井、掛川 を先ん じて、 トップバ ッター を走ってお

ります。

それ を重要な議題 にしていただ く企業団議会で ございます。新た に正副議

長 が誕生 されたわけで ございますが、議員各位 の見識 あるご意見を賜 る中に

お きま して、この全国に例 を見 ない統合病院が、成功の第1例 とな ります よ

う、 これ か らます ますの企業団議会 の発展、そ してまた、統合病院 の成功 を

祈 りま して、閉会 のあい さっ とさせていただきたい と思います。

本 日は誠 にあ りが とうございま した。

〈閉会 〉

○議長(立 石豊 子)

お諮 りい た します 。

これ にて 閉会 して こ異議 あ りませ んか。

【「異議 な し」 と声あ り】

○議長(立 石豊 子)

ご異議 な しと認 めます。 よって 、第4回 北播 磨 総合 医療 セ ン ター企 業 団議

会定例会は これ をもって閉会いた します。

〈議長 閉会 あい さっ 〉

○議長(立 石豊 子)

第4回 北播 磨 総合 医療セ ンター企 業 団議会定例会の閉会 に当た りま して、

一言 ごあい さつ を申し上げます
。

今期定例会 は、企業団の平成22年 度決 算 の認 定 とい う、 大変 に重 要 な定

例会であ りま した。議員各位 には、会議 中、慎重 なるご審議 をいただ き、適

切 、妥当なる結論 を得て、ここに滞 りなく議了できま した ことは、企業団の

運営のため、誠 にご同慶 に存 じます とともに、各位 の ご精励 に対 しま して、

衷 心よ り深 く感謝 を申し上 げる次第でございます。

非常に厳 しい残暑が続 いてお ります が、今 日は大変 な台風が こち らに向か

ってお ります が、議員各位 におかれま しては、 くれ ぐれ も健康 にご留意 をい

ただき、ます ます ご活躍 くだ さいます よ うご祈念 申 し上げま して、閉会 のこ

あいさっ といた します。 あ りが とうございま した。

閉会 午後4時20分
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